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前に，折って頂いたのです（Eine Rose gebrochen, ehe der Sturm sie entblättert）．2 そのお父
さまの手に接吻させ下さい」と礼を言う．丁度そこに公爵が現れ，その状況に，「むごい父親だ，
何ということを？」と驚く．父は「バラが，嵐が散らす前に折れた（Eine Rose gebrochen, ehe 







が，初めの 2 単語の主語「一輪のバラ」（eine Rose）の次に定動詞が省略され，>gebrochen<
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という過去分詞で終わっている．この過去分詞の不定詞 >brechen< は自動詞 （「折れる」の意）
と他動詞（「折る」）の両方に用いられるため，省略された定動詞は自動詞の過去分詞を取って現



















































































































































































































































































































手を差し出したのである．ところで，3035, 8 詩行の「潔白」の原語は >Unschuld< で，「純潔，






















































































































>handeln< の 名 詞 形 >Handlung< で， カ ン ト の 定 言 的 命 令 に あ っ た「～ 行 為 せ よ 」 の












































































































ス軍は北シュバーベンも部分的に制圧した」．33 もちろんこのフランス軍はブリュメール 18 日の
クーデタで執政政府を樹立し，独裁的権力を獲得していたナポレオン・ボナパルト（Napoléon 


































































































































































　1801 年 2 月 11 日の段階でシラーは第 3 幕までヴァイマルで創作していたが，気分転換して仕
事を進めるため，かつて購入した家のあるイェーナに行き，4 月 3 日ヴァイマルに帰って来た．
そして同日 3 日付けで，ゲーテにこう書いている．「2 週間ほどでゴールに達したいと思ってい
ます．（中略）私のヒロインは一人でそこに自分の足で立ち，不幸にあり，神に見捨てられてい
るので，彼女の自立性と預言者としての役割に対する主人公としての要求はよりはっきりと示さ
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